
32

一　

調
査
結
果
の
概
要

１　

調
査
の
目
的

　

全
国
隣
保
館
連
絡
協
議
会
︵
全
隣
協
︶
で
は
、
一
九
七
八
年
か

ら
ほ
ぼ
五
年
ご
と
に
隣
保
館
の
実
態
を
調
査
し
て
、
館
の
活
性
化

へ
の
諸
課
題
や
方
途
を
探
っ
て
き
た
。

　

二
〇
〇
六
年
度
全
国
隣
保
館
市
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

は
、
財
政
難
等
に
よ
る
地
方
自
治
体
改
革
の
一
つ
で
あ
る
市
町
村

合
併
の
真
っ
只
中
で
の
調
査
と
な
っ
た
。

　
「
平
成
の
大
合
併
」
と
称
さ
れ
る
今
回
の
市
町
村
合
併
は
、
行

政
改
革
大
綱
︵
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
一
日
閣
議
決
定
︶
の
「
市
町
村

行
政
を
取
り
巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、

基
礎
的
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
市
町
村
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
、
向
上
さ
せ
、
ま
た
、
行
政
と
し
て
の
規
模
の
拡
大
や
効
率
化

特
集

二
〇
〇
六
年
度
全
国
隣
保
館
市
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

平
家　

陽
一

　

二
〇
〇
六
年
度
全
国
隣
保
館
市
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、「
平
成
の
大
合
併
」
と
称
さ
れ
る
市
町
村
合
併
等
の
厳
し
い
自
治
体
の
行
財
政
改
革
の
状
況

下
に
お
け
る
隣
保
館
の
合
併
状
況
、
合
併
に
伴
う
隣
保
館
の
位
置
づ
け
や
あ
り
方
の
変
化
、
指
定
管
理
者
導
入
状
況
等
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
四
年
度
全
国
隣
保

館
実
態
調
査
か
ら
時
を
置
く
こ
と
な
く
集
約
し
、
今
後
の
隣
保
館
の
事
業
展
開
に
資
す
る
目
的
で
全
国
隣
保
館
連
絡
協
議
会
が
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

報
告
書
か
ら
の
提
言
で
あ
る
。
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を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
与
党
行
財
政
改
革
推
進
協
議
会
に
お

け
る
『
市
町
村
合
併
後
の
自
治
体
数
一
〇
〇
〇
を
目
標
と
す
る
』

と
い
う
方
針
を
踏
ま
え
て
、
自
主
的
な
市
町
村
合
併
を
積
極
的
に

推
進
し
、
行
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
」
と
の
考
え
方
に
基
づ
き
、

積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
九
年
四
月
に
全
国

で
三
二
二
九
︵
市
：
六
七
一
、
町
：
一
九
九
〇
、
村
：
五
六
八
︶
あ

っ
た
市
町
村
数
は
、
二
〇
〇
六
年
三
月
末
で
概
ね
半
減
の
一
八
二

一
︵
市
：
七
七
七
、
町
：
八
四
六
、
村
：
一
九
八
︶
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
全
隣
協
で
は
、
合
併
を
は
じ
め
三
位
一
体
改
革
な

ど
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
の
転
換
の
中
で
、
全
国
の
隣
保
館
を

対
象
に
、
当
該
自
治
体
に
お
け
る
合
併
状
況
、
さ
ら
に
は
合
併
に

伴
う
館
の
位
置
づ
け
や
あ
り
方
の
変
化
等
に
つ
い
て
把
握
し
、
今

後
の
隣
保
館
の
事
業
展
開
に
資
す
る
目
的
で
、
以
下
の
と
お
り
調

査
を
実
施
し
た
。

　

・
調
査
基
準
日　

二
〇
〇
六
年
四
月
一
日

　

・
調
査
対
象
館
数　

九
五
一
館

　

・
回
収
率　

九
二
八
館
︵
九
七
・
六
％
︶

　

付
問
形
式
の
設
問
も
多
々
あ
り
、
標
本
数
が
少
な
い
場
合
の
構

成
比
︵
％
︶
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
全
体
に
つ
い
て
は
報
告
で
き
な
い
た
め
、
二
〇
〇

六
年
九
月
の
「
報
告
書
」
の
中
か
ら
の
「
提
案
」
と
す
る
︵「
報

告
書
」
を
ご
希
望
の
方
は
、
全
隣
協
事
務
局
ま
で
︶。

　

２　

集
計
と
分
析

︵
１
︶
市
町
村
合
併
の
有
無
と
時
期

　

全
国
で
み
る
と
︵
図

１
︶、「
あ
っ
た
︵
合
併

予
定
含
︶」
が
五
三
四

館︵
五
七
・
五
％
︶、「
な

か
っ
た
」
が
二
五
一
館

︵
二
七
・
〇
％
︶、「
合
併

協
議
会
が
休
止
・
解
散

に
な
っ
た
」
が
一
三
六

館
で
、
約
六
割
近
い
館

が
市
町
村
合
併
の
渦
中

に
あ
る
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
で
み
る

と
、「
あ
っ
た
︵
合
併

予
定
含
︶」
は
、
中
国

Ｂ
︵
ブ
ロ
ッ
ク
。
以
下

同
じ
︶
が
八
九
・
三
％

と
高
く
、
逆
に
近
畿
Ｂ

と
九
州
Ｂ
は
四
〇
％
台

と
相
対
的
に
低
く
な
っ
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て
い
る
。

　

合
併
の
時
期
に
つ
い
て
は
、「
二
〇
〇
五
年
度
の
間
」
が
最
も

多
く
二
八
六
館
︵
五
三
・
六
％
︶、
次
い
で
「
二
〇
〇
四
年
度
の
間
」

が
二
一
七
館
︵
四
〇
・
六
％
︶
で
、
こ
の
二
年
度
で
合
併
が
「
あ

っ
た
︵
合
併
予
定
含
︶」
と
す
る
館
数
の
九
割
を
超
え
て
い
る
。「
市

町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
経
過
措
置
で
、
合

併
特
例
法
の
適
用
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
駆
け
込
み
的
に
合

併
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

︵
２
︶
合
併
後
の
館
長
の
位
置
づ
け
の
変
化

　

全
国
で
は
「
変
化
が
あ
っ
た
」
が
九
五
館
︵
一
七
・
八
％
︶、「
変

化
が
な
か
っ
た
」
が
四
三
五
館
︵
八
一
・
五
％
︶
で
、
八
割
あ
ま

り
は
「
変
化
が
な
か
っ
た
」
こ
と
に
な
る
。

　

館
長
の
位
置
づ
け
の
＂
変
化
の
内
容
＂
に
つ
い
て
は
、「
変
化

が
あ
っ
た
」
全
国
の
九
五
館
の
う
ち
「
雇
用
形
態
の
変
化
」︵
表
１
︶

と
「
行
政
内
役
職
の
変
化
」︵
表
３
︶
が
共
に
五
九
館
、「
勤
務
形

態
の
変
化
」︵
表
２
︶
が
四
四
館
で
あ
っ
た
。

　

具
体
的
な「
雇
用
形
態
の
変
化
」で
は
、「
そ
の
他
」を
除
き「
嘱

託
職
員
か
ら
市
町
村
職
員
へ
」と
の
回
答
が
一
九
館
と
多
く
、「
そ

の
他
」
に
は
「
特
別
職
」
や
「
臨
時
職
員
」
と
い
っ
た
記
述
も
み

ら
れ
た
。「
勤
務
形
態
の
変
化
」
で
は
「
そ
の
他
」
を
除
き
「
兼

任
か
ら
専
任
へ
」
と
の
回
答
が
一
五
館
と
多
く
、「
そ
の
他
」
に

は
常
勤
・
非
常
勤
あ
る
い
は
時
間
の
記
述
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
行
政
内
役
職
の
変
化
」
で
は
「
課
長
級
よ
り
下
位
職
へ
」
と
の

回
答
が
三
〇
館
と
な
っ
て
い
る
︵
表
３
︶。

︵
３
︶
合
併
後
の
隣
保
館
職
員
数
の
変
化

　

全
国
の
八
割
あ
ま
り
の
四
四
二
館
︵
八
二
・
八
％
︶
で
は
「
変

化
な
し
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。「
増
え
た
」
と
の
回
答
は
二
八

館
で
、
逆
に
「
減
っ
た
」
と
の
回
答
は
そ
の
倍
以
上
の
五
九
館
で

あ
っ
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
で
み
る
と
、
近
畿
Ｂ
で
は
「
増
え
た
」
が
「
減
っ

た
」
を
上
回
り
、
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
「
減
っ
た
」
が
「
増
え
た
」

を
す
べ
て
上
回
っ
て
い
る
。「
減
っ
た
」
が
最
も
多
い
の
は
、
中

国
Ｂ
で
二
〇
館
、
東
日
本
Ｂ
が
一
四
館
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

「
増
え
た
」
が
多
い
の
は
、
中
国
Ｂ
の
一
一
館
、
近
畿
Ｂ
の
八
館

と
な
っ
て
い
る
。

　

増
減
の
人
数
及
び
職
員
の
種
別
︵
表
４
～
表
７
︶
に
つ
い
て
も

尋
ね
た
が
、
こ
の
結
果
は
、「
増
え
た
」
の
内
訳
で
「
一
人
増
」

と
の
回
答
が
一
七
館
で
最
も
多
く
、
職
員
の
種
別
で
は
「
委
託
・

嘱
託
・
契
約
等
職
員
」
が
一
五
館
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
一

方
、「
減
っ
た
」
の
内
訳
で
は
、「
一
人
減
」
と
の
回
答
が
四
〇
館

で
最
も
多
く
、
職
員
の
種
別
で
は
「
市
町
村
職
員
︵
一
般
職
︶」

が
三
六
館
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
で
職
員
の
増
減
状
況
を
み
る
と
、
特
徴
的
な
点
と

し
て
は
、「
増
え
た
」
の
内
訳
で
「
一
人
増
」
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
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表１　雇用形態の変化内容

項目 館数（館）

全体 市町村職員か
ら嘱託職員へ

嘱託職員から
市町村職員へ

その他 無回答

全国 59 11 19 28 1

東日本Ｂ 11 1 4 6 0

近畿Ｂ 10 2 4 3 1

中国Ｂ 16 4 6 6 0

四国Ｂ 11 3 1 7 0

九州Ｂ 11 1 4 6 0

注） その他：人権推進課長兼館長兼任から市職員専任／身分保障を明確にした／17年度は市町村
職員からの嘱託職員へ。18年度はなし／臨時職員から市職員へ／嘱託職員から非常勤特別職
へ／嘱託職員として新規採用／非常勤から嘱託へ／非常勤特別職／非常勤職員に変わりない
が報酬面が違う／嘱託職員から臨時職員へ

表２　勤務形態の変化内容

項目 館数（館）

全体 専任から
兼任へ

兼任から
専任へ

さらに複数
の兼任へ

その他 無回答

全国 44 9 15 3 17 0

東日本Ｂ 3 0 2 0 1 0

近畿Ｂ 6 1 3 0 2 0

中国Ｂ 14 3 4 3 4 0

四国Ｂ 11 1 2 0 8 0

九州Ｂ 10 4 4 0 2 0

注） その他：非常勤から常勤へ／週一勤務から週4日（30時間）勤務になった／兼任から兼任／
勤務時間10：00～17：00→08：30～17：15

表３　行政内役職の変化内容

項目 館数（館）

全体 課長級より
上位職へ

課長級へ 課長級より
下位職へ

その他 無回答

全国 59 2 8 30 19 0

東日本Ｂ 8 0 2 3 3 0

近畿Ｂ 17 0 3 11 3 0

中国Ｂ 12 1 1 6 4 0

四国Ｂ 12 0 0 6 6 0

九州Ｂ 10 1 2 4 3 0

注） その他：現在の役職は課長補佐兼館長である／係長級／係長級から課長補佐級へ／課長補佐
級へ／教育長より課長補佐へ／非常勤特別職／非常勤職員／嘱託職員から課長補佐級／課長
補佐級から係長へ／嘱託から課長級より下位職へ／課長補佐級以上／課長補佐級に統一され
た
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る
が
、「
二
人
増
」
が
近
畿
Ｂ
と
中
国
Ｂ
で
そ
れ
ぞ
れ
二
館
あ
る

こ
と
、
一
方
「
減
っ
た
」
の
内
訳
で
「
三
人
減
」
が
中
国
Ｂ
で
七

館
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。ま
た
、府
県
別
で
み
る
と
、「
増
え
た
」

と
の
回
答
で
は
、
広
島
県
︵
六
館
︶
と
滋
賀
県
︵
五
館
︶
が
多
く
、

「
減
っ
た
」
と
の
回
答
で
は
広
島
県
︵
九
館
︶、
岡
山
県
と
愛
媛
県

が
共
に
七
館
と
多
く
な
っ
て
い
る
。

︵
４
︶
合
併
に
伴
う
隣
保
館
条
例
へ
の
対
応

　

全
国
で
は
条
例
が
「
改
正
さ
れ
た
」
と
の
回
答
が
約
半
数
の
二

六
六
館
︵
四
九
・
八
％
︶、「
改
正
な
し
︵
従
来
ど
お
り
︶」
が
二
四

四
館
︵
四
五
・
七
％
︶
で
あ
り
、「
廃
止
さ
れ
た
」︵
二
館
︶
や
「
廃

止
に
向
け
協
議
・
検
討
中
」︵
〇
館
︶、「
改
正
に
向
け
協
議
・
検

討
中
」︵
一
八
館
︶
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
︵
図
２
︶。

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
で
み
る
と
、
特
徴
的
な
点
と
し
て
、
中
国
Ｂ
に
お

い
て
「
改
正
さ
れ
た
」︵
五
二
館
、
三
六
・
六
％
︶
と
の
回
答
割
合

が
他
ブ
ロ
ッ
ク
と
比
べ
低
く
、「
改
正
な
し
︵
従
来
ど
お
り
︶」︵
八

二
館
、
五
七
・
七
％
︶と
の
回
答
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

九
州
Ｂ
で
は
「
改
正
に
向
け
協
議
・
検
討
中
」
の
割
合
が
七
館
︵
一

二
・
五
％
︶
と
相
対
的
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
改
正
さ
れ
た
」︵
二
六
六
館
︶、
も
し
く
は「
改
正
に
向
け
協
議
・

検
討
中
」︵
一
八
館
︶
の
館
に
お
い
て
、
条
例
の
ど
の
項
目
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、「
館
の
名
称
」が
一
七
二
館︵
六

〇
・
六
％
︶
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
運
営
審
議
会
︵
委
員
会
・

表４　増加人数

No. 項　目 回答数 構成比（％）

１ １人増 17 60.7

２ ２人増 4 14.3

３ ３人以上増 0 0.0

無回答 7 25.0

合計 28 100.0

表５　増加した職員

No. 項　目 回答数 構成比（％）

１ 市町村職員（一般職） 10 35.7

２ 市町村職員（専門） 1 3.6

３ 委託・嘱託・契約等職員 15 53.6

４ その他 2 7.1

無回答 1 3.6

合計 28 100.0

注）複数回答。構成比は有効回答28に対する割合。

表６　減少人数

No. 項　目 回答数 構成比（％）

１ １人減 40 67.8

２ ２人減 7 11.9

３ ３人減 7 11.9

４ ４人以上減 0 0.0

無回答 5 8.5

合計 59 100.0

表７　減少した職員

No. 項　目 回答数 構成比（％）

１ 市町村職員（一般職） 36 61.0

２ 市町村職員（専門） 0 0.0

３ 委託・嘱託・契約等職員 29 49.2

４ その他 5 8.5

無回答 1 1.7

合計 59 100.0

注）複数回答。構成比は有効回答59に対する割合。
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協
議
会
︶」
が
一
二
三
館
︵
四
三
・
三
％
︶、「
設
置
・
趣
旨
・
目
的
」

が
八
二
館
︵
二
八
・
九
％
︶
の
順
と
な
っ
て
い
る
︵
図
３
︶。

︵
５
︶
合
併
後
の
隣
保
館
活
動
推
進
に
お
け
る
状
況
変
化

　

全
国
で
は
「
合
併
前
と
変
わ
ら
な
い
」
が
四
〇
六
館
︵
七
六
・

〇
％
︶
で
最
も
多
い
。
合
併
後
の
変
化
で
は
、「
隣
保
館
活
動
が

充
実
・
強
化
さ
れ
た
」
は
四
三
館
︵
八
・
一
％
︶、「
隣
保
館
活
動

の
低
下
が
起
こ
っ
て
い
る
」
は
五
四
館
︵
一
〇
・
一
％
︶
で
、
合

併
が
隣
保
館
活
動
推
進
に
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
す
る
館
が
若
干
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、
近
畿
Ｂ
は
「
合
併
前
と
変
わ
ら
な
い
」
が

最
も
高
く
、
一
一
六
館
︵
八
二
・
三
％
︶
で
八
割
を
超
え
て
い
る
。

「
隣
保
館
活
動
が
充
実
・
強
化
さ
れ
た
」
は
、
九
州
Ｂ
で
最
も
高

く
九
館
︵
一
六
・
一
％
︶、「
隣
保
館
活
動
の
低
下
が
起
こ
っ
て
い

る
」
と
の
回
答
割
合
は
、
中
国
Ｂ
で
最
も
高
く
二
五
館
︵
一
七
・

六
％
︶
と
な
っ
て
い
る
︵
図
４
︶。

　

ま
た
、
府
県
別
で
み
る
と
、「
隣
保
館
活
動
が
充
実
・
強
化
さ

れ
た
」
と
の
回
答
は
、
兵
庫
県
︵
六
館
︶
や
愛
媛
県
︵
五
館
︶、
広

島
県
︵
四
館
︶
な
ど
で
多
く
、「
隣
保
館
活
動
の
低
下
が
起
こ
っ

て
い
る
」
と
の
回
答
は
、
広
島
県
︵
一
〇
館
︶
や
愛
媛
県
︵
八
館
︶、

鳥
取
県
︵
八
館
︶
な
ど
で
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
隣
保
館
活
動
が
充
実
・
強
化
さ
れ
た
」
と
回
答
し
た
四
三
館

で
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
全
国
で
は
「
事
業
予
算
の
拡
充
」
が
二

六
館︵
六
〇
・
五
％
︶で
最
も
多
く
、
次
い
で「
職
員
体
制
の
拡
充
」

が
一
八
館
︵
四
一
・
九
％
︶、「
取
組
姿
勢
や
意
欲
の
向
上
」
が
一

五
館
︵
三
四
・
九
％
︶
の
順
と
な
っ
て
い
る
︵
図
５
︶。

　
「
事
業
予
算
の
拡
充
」
を
選
択
し
た
二
六
館
で
、
そ
の
よ
り
具

体
的
な
内
容
は
︵
図
６
︶、「
交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
取

組
」
が
一
四
館
︵
五
三
・
八
％
︶、「
相
談
活
動
へ
の
取
組
」
と
「
啓

3.4

3.3

0.7

4.9

0.0

45.7

44.6

44.0

57.7

38.8

33.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

0.4

0.0

0.0

0.7

1.4

1.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国

東日本Ｂ

近畿Ｂ

中国Ｂ

四国Ｂ

九州Ｂ

改正された 改正に向け協議・検討中 改正なし（従来どおり）

廃止に向け協議・検討中 廃止された 無回答

51.1

52.5

36.6

61.2

53.6

49.8

12.5

図２　合併に伴う隣保館条例への対応
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172

39

123

68
56

36 35
20

0
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100

150

200

設
置
・
趣
旨
・
目
的

館
の
名
称

事
業
・
業
務

運
営
審
議
会
（
委
員
会
・
協
議
会
）

使
用
料

利
用
（
使
用
）
許
可 職

員
そ
の
他

無
回
答

（館数）

図３　改正（検討含む）された条例項目
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発
・
広
報
活
動
へ
の
取
組
」
が
共
に
一
一
館
︵
四
二
・
三
％
︶
な

ど
で
多
く
な
っ
て
い
る
。「
職
員
体
制
の
拡
充
」
を
選
択
し
た
一

八
館
に
つ
い
て
は
︵
図
７
︶、「
市
町
村
職
員
︵
一
般
・
専
門
︶
の

増
員
」
九
館
︵
五
〇
・
〇
％
︶
が
最
も
多
い
。

　
「
隣
保
館
活
動
の
低
下
が
起
こ
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
五
四

館
の
詳
細
を
み
る
と
、
全
国
で
は
「
事
業
予
算
の
削
減
」
が
四
〇

1

11

6

11

7

14

2
1

0

5

10

15

調査研究活動への取組

相談活動への取組

地域保健・福祉活動への取組

啓発・広報活動への取組

教養文化活動への取組

交流・コミュニティ活動...

広域隣保活動事業への取組
その他

（館数）

図６　事業予算の拡充（n=26）
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委託・嘱託・
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その他 無回答

（館数）

図７　職員体制の拡充（n=18）
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九州Ｂ

合併前と変わらない 隣保館活動が充実・強化 隣保館活動の低下

わからない その他 無回答
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図４　合併後の隣保館活動推進の状況変化
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隣保館位置づけの強化・拡大
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図５　館活動で充実・強化された面（n=43）
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館︵
七
四
・
一
％
︶で
最
も
多
く
、
次
い
で「
職
員
体
制
の
見
直
し
」

が
二
八
館
︵
五
一
・
九
％
︶、「
隣
保
館
の
位
置
づ
け
・
役
割
の
縮

小
傾
向
」
と
「
取
組
意
欲
や
姿
勢
の
弱
体
化
」
が
共
に
一
二
館
︵
二

二
・
二
％
︶
の
順
と
な
っ
て
い
る
︵
図
８
︶。

　
「
事
業
予
算
の
削
減
」
を
選
択
し
た
四
〇
館
で
、
そ
の
よ
り
具

体
的
な
内
容
は
、「
教
養
文
化
活
動
︵
講
習
講
座
︶
へ
の
取
組
」
が

一
八
館
︵
四
五
・
〇
％
︶
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
啓
発
・
広
報

活
動
へ
の
取
組
」
が
一
六
館
︵
四
〇
・
〇
％
︶、「
交
流
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
取
組
」
が
一

三
館
︵
三
二
・
五
％
︶
の
順
と

な
っ
て
い
る
︵
図
９
︶。

　
「
職
員
体
制
の
見
直
し
」
を

選
択
し
た
二
八
館
に
つ
い
て

は
、「
市
町
村
職
員
︵
一
般
・

専
門
︶
の
減
員
︵
本
庁
へ
引
き

上
げ
︶」
が
一
五
館
︵
五
三
・
六

％
︶、「
委
託
・
嘱
託
・
契
約
・

ア
ル
バ
イ
ト
職
員
の
減
員
」
が

一
一
館
︵
三
九
・
三
％
︶
と
な

っ
て
い
る
︵
図
10
︶。

︵
６
︶
隣
保
館
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
の
協
議
状
況

　

市
町
村
合
併
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、回
収
し
た
全
九
二
八

館
で
回
答
の
最
も
多
か
っ
た
の

は
、「
運
営
は
自
治
体
の
直
営

4

8

11

16
18

13

8

11

3

0

5

10

15

20

調
査
研
究
活
動
へ
の
取
組

相
談
活
動
へ
の
取
組

地
域
保
健
・
福
祉
活
動
へ
の
取
組

啓
発
・
広
報
活
動
へ
の
取
組

教
養
文
化
活
動
へ
の
取
組

交
流
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
取
組

広
域
隣
保
活
動
事
業
へ
の
取
組

そ
の
他

無
回
答

（館数）

図９　事業予算の削減（n=40）
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図10　職員体制の見直し（n=28）
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図８　館活動で低下した面（n=54）
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40

と
し
て
確
認
」︵
四
三
二
館
、
四
六
・
六
％
︶
並
び
に
「
現
状
で
は

わ
か
ら
な
い
」︵
三
七
四
館
、
四
〇
・
三
％
︶
で
、
全
体
の
約
八
七

％
︵
八
〇
六
館
、
八
六
・
九
％
︶
を
占
め
て
い
る
︵
図
11
︶。

　
「
す
で
に
導
入
済
み
」
は
全

国
で
一
五
館
︵
一
・
六
％
。
図

12
︶
で
、
そ
の
内
訳
に
つ
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
及
び
府
県
レ
ベ
ル
の

回
答
結
果
を
み
る
と
、「
す
で

に
導
入
済
み
」
は
近
畿
Ｂ
の
大

阪
府
で
一
三
館
、
滋
賀
県
と
熊

本
県
で
各
一
館
の
計
一
五
館
と

な
っ
て
い
る
。「
現
在
、
導
入

に
向
け
協
議
・
検
討
中
」
で
は

京
都
府
が
一
二
館
、「
今
後
、

導
入
に
向
け
協
議
予
定
」
で
は

高
知
県
が
一
一
館
、
滋
賀
県
が

九
館
で
、
近
畿
Ｂ
で
指
定
管
理

者
制
度
導
入
が
先
行
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
る
。

　
「
合
併
の
有
無
」
と
「
指
定

管
理
者
制
度
導
入
の
協
議
状

況
」
の
ク
ロ
ス
集
計
結
果
に
つ

い
て︵
図
13
︶、
合
併
が「
あ
っ
た︵
予
定
含
︶」自
治
体
の
館
で
は
、

「
す
で
に
導
入
済
み
」
そ
の
も
の
は
少
な
い
︵
二
館
︶
も
の
の
、「
合

併
協
議
会
が
休
止
・
解
散
」
や
合
併
が
「
な
か
っ
た
」
自
治
体
の
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合併協議会が休止・解散

なかった

その他

すでに導入されている 現在、導入に向け協議・検討中

今後、導入に向け協議予定 現状ではわからない

運営は自治体直営と確認 その他

無回答

運営は自治体直営
と確認

現状ではわからない

図13　合併の有無別・指定管理者制度導入の協議状況
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無回答

0.8%
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図11　指定管理者制度導入状況（n=928）
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館
と
比
べ
、「
現
在
、
導
入
に
向
け
協
議
・
検
討
中
」
や
「
今
後
、

導
入
に
向
け
協
議
予
定
」、
さ
ら
に
は
方
針
確
定
と
も
い
え
る「
運

営
は
自
治
体
直
営
と
確
認
」
が
高
い
割
合
で
あ
る
と
同
時
に
、
逆

に
「
現
状
で
は
わ
か
ら
な
い
」
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
合
併
自
治
体
で
は
合
併
協
議
あ
る
い
は
合
併
計
画
策

定
の
過
程
で
、
隣
保
館
に
つ
い
て
の
議
論
・
検
討
が
あ
る
程
度
な

さ
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
「
そ
の
他
」
自
由
記
述
部
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
概
ね
の
傾
向

と
し
て
次
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
「
直
営
と
す
る
」
理
由
は
、
国
庫
補
助
等
の
関
係
や
、
同
和
問

題
の
解
決
は
行
政
の
責
任
と
し
て
の
首
長
確
認
な
ど
。

②
「
導
入
済
み
・
導
入
検
討
」
で
は
、
管
理
者
の
選
任
状
況
、
及

び
今
後
の
導
入
検
討
予
定
の
紹
介
。

③
「
そ
の
他
」
で
は
、
隣
保
事
業
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
指

定
管
理
と
は
無
関
係
等
。

　

二　

調
査
結
果
の
考
察

　

１　

市
町
村
合
併
に
伴
う
隣
保
館
の
光
と
陰

︵
１
︶
市
町
村
合
併
の
現
状

　

市
町
村
合
併
が
、
隣
保
館
の
位
置
づ
け
や
あ
り
方
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
、
も
う
一
度
合

併
の
現
状
に
つ
い
て
端
的
に
言
及
す
る
。

　

図
14
は
、
調
査
対
象
と
な
る
隣
保
館
設
置
府
県
に
お
け
る
二
〇

〇
五
年
度
末
ま
で
の
市
町
村
合
併
状
況
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
の「
平

成
の
大
合
併
」
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、「
西
高
東
低
」
が
い
わ

れ
て
い
る
が
、
隣
保
館
を
設

置
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
・
府
県
の

傾
向
と
し
て
も
概
ね
西
日
本

で
市
町
村
の
減
少
率
が
高

く
、中
国
Ｂ
が
六
四
・
二
％
、

四
国
Ｂ
が
五
五
・
六
％
に
対

し
て
東
日
本
Ｂ
は
四
一
・
八

％
と
な
っ
て
い
る
。た
だ
し
、

近
畿
Ｂ
は
三
六
・
五
％
で
ブ

ロ
ッ
ク
別
で
は
最
も
低
い
減

少
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

府
県
別
で
減
少
率
が
高
い

の
は
、
広
島
県
が
七
三
・
三

％
︵
八
六
市
町
村
↓
二
三
市

町
村
︶
で
最
も
高
く
、
次
い

で
愛
媛
県
七
一
・
四
％
︵
七

〇
↓
二
〇
︶、
大
分
県
六
九
・

〇
％
︵
五
八
↓
一
八
︶、
島
根
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図14　合併件数（1999-2005年度）
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県
六
四
・
四
％
︵
五
九
↓
二

一
︶
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

︵
２
︶
合
併
後
の
隣
保
館
の

光
と
陰

　

市
町
村
合
併
に
伴
う
隣
保

館
に
お
け
る
「
光
︵
プ
ラ
ス

要
素
︶」
と
「
陰
︵
マ
イ
ナ
ス

要
素
︶」
と
し
て
集
計
結
果

を
整
理
し
、
表
８
に
示
し
て

い
る
。

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
、
合
併
に
伴
う
隣
保
館
の

変
化
状
況
に
お
け
る
ポ
イ
ン

ト
は
、
三
点
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

①
合
併
に
よ
る
隣
保
館
館
長

の
位
置
づ
け
の
変
化

　

館
長
の
位
置
づ
け
に
「
変

化
が
あ
っ
た
」
と
す
る
全
体

で
二
割
弱
の
九
五
館
︵
一

七
・
八
％
︶
で
、
そ
れ
が
ど

の
よ
う
な
形
で
表
象
し
て
い

表８

プラス要素 マイナス要素

館長の位置づけの変化 ●変化があった…95館（17.8％）/九州Ｂでは高い割合
●変化がなかった…435館（81.5％）

変
化
内
容

雇用形態の変化
　…59館（62.1％）

●嘱託職員から市町村職員へ
　…19館

●市町村職員から嘱託職員へ
　…11館

勤務形態の変化
　…44館（46.9％）

●兼任から専任へ…15館 ●専任から兼任へ…９館

行政内役職の変化
　…59館（62.1％）

●課長級へ…８館 ●課長級下位職へ…30館

隣保館職員数の変化 ●増えた…28館
＊ １人増…17館（60.7％）/２人増
…４館（14.3％）

＊ 市町村職員…10館/委託・嘱託・
契約…15館

●減った…59館
＊ １人減…40館（67.8％）/２人減
…７館（11.9％）/３人減…７館
（11.9％）
＊ 市町村職員…36館/委託・嘱託・
契約…29館

合併後の隣保館活動推
進の状況

●隣保館活動が充実・強化した
　…48館（9.1％）

●隣保館活動の低下
　…54館（10.1％）

活動の「充実・強化」
又は「低下」の理由

＊施設整備拡充…９館
＊事業予算拡充…26館
＊職員体制拡充…18館
＊研修参加機会拡大…５館
＊位置づけ役割強化…９館
＊姿勢・意欲の高揚…15館

＊施設整備計画中止等…１館
＊事業予算削減…40館
＊職員体制見直し…28館
────
＊位置づけ役割縮小…12館
＊姿勢・意欲の弱体化…12館
＊隣保館の統合・廃館…ゼロ
＊貸し館程度の取組…２館

理
由
の
具
体
内
容

施設整備（拡充又
は中止・延期）

＊大規模改修…４館 /改築…２館 ＊改築中止…１館

事業予算（拡充又
は削減）

＊交流・コミュニティ活動…14館
＊相談活動…11館
＊啓発・広報…11館

＊交流・コミュニティ活動…13館
＊相談活動…８館
＊啓発・広報…16館
＊教養文化活動…18館
＊地域保健・福祉活動…11館

職員体制（拡充又
は見直し）

＊市町村職員増員…９館
＊委託・嘱託・契約増員…５館

＊市町村職員減員…15館
＊委託・嘱託・契約減員…11館
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る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

　

一
つ
に
は
、「
雇
用
形
態
の
変
化
」︵
五
九
館
︶
の
点
で
、「
嘱

託
職
員
か
ら
市
町
村
職
員
へ
」
が
一
九
館
、
そ
の
逆
の
「
市
町
村

職
員
か
ら
嘱
託
職
員
へ
」が
一
一
館
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

二
つ
に
は
、「
勤
務
形
態
の
変
化
」︵
四
四
館
︶
の
点
で
、「
兼
任

か
ら
専
任
へ
」︵
一
五
館
︶
の
館
数
が
「
専
任
か
ら
兼
任
へ
」︵
九
館
︶

を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
市
町
村
職
員
自
ら
に
よ
っ

て
館
が
運
営
さ
れ
、
し
か
も「
専
任
」で
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

一
般
的
に
は
「
良
い
」
方
向
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
三
つ
に
は
、「
行
政
内
役
職
の
変
化
」︵
五
九
館
︶
を

み
る
と
、「
課
長
級
へ
」︵
八
館
︶
よ
り
も
「
課
長
級
下
位
職
へ
」︵
三

〇
館
︶の
館
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
る
と
、

合
併
に
伴
い
単
純
に
職
員
が
増
え
た
た
め
に
配
置
換
え
が
行
わ
れ

た
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
の
際
に
隣
保
館
の
位
置
づ
け
が
低

下
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。

②
隣
保
館
職
員
数
の
変
化
︵
増
え
た
の
か
、
減
っ
た
の
か
︶

　

隣
保
館
の
職
員
数
は
、
市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
も
八
割
が
「
変

わ
ら
な
い
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。「
変
わ
っ
た
」
館
で
は
、「
増

え
た
」
が
二
八
館
に
対
し
、「
減
っ
た
」
が
五
九
館
で
、
合
併
に

伴
っ
て
職
員
が
減
員
さ
れ
た
隣
保
館
が
明
ら
か
に
多
く
な
っ
て
い

る
。

　
「
増
え
た
」
館
で
は
、「
一
人
増
」
が
六
割
、「
二
人
増
」
が
一

割
あ
ま
り
で
あ
り
、
そ
の
雇
用
形
態
で
は
、「
市
町
村
職
員
」︵
一

〇
館
︶
よ
り
も
「
委
託
・
嘱
託
・
契
約
職
員
」︵
一
五
館
︶
で
の
増

員
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

逆
に
、「
減
っ
た
」館
で
は
、「
一
人
減
」が
七
割
弱
、「
二
人
減
」

と
「
三
人
減
」
が
そ
れ
ぞ
れ
一
割
あ
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

雇
用
形
態
で
は
、「
市
町
村
職
員
」︵
三
六
館
︶
で
「
委
託
・
嘱
託
・

契
約
職
員
」︵
二
九
館
︶
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
隣
保
館
職
員
数
は
減

員
と
な
っ
て
い
る
館
が
多
く
、「
市
町
村
職
員
」と「
委
託
・
嘱
託
・

契
約
職
員
」
を
減
員
す
る
対
応
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
増
員
の
館
で

は
、「
市
町
村
職
員
」
か
ら
「
委
託
・
嘱
託
・
契
約
職
員
」
へ
の

移
行
や
、「
委
託
・
嘱
託
・
契
約
職
員
」
に
よ
る
増
員
対
応
が
行

わ
れ
た
こ
と
等
の
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

③
隣
保
館
活
動
に
お
け
る
状
況
変
化
︵
隣
保
館
活
動
は
充
実
・
強

化
さ
れ
た
の
か
、
逆
に
活
動
の
低
下
が
起
き
て
い
る
の
か
︶

　
「
市
町
村
合
併
に
伴
い
隣
保
館
活
動
が
変
化
し
た
の
か
」
に
つ

い
て
、「
合
併
前
と
変
わ
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
館
が
概
ね
八
割

弱
の
四
〇
六
館
︵
七
六
・
〇
％
︶
で
多
数
を
占
め
、「
変
わ
っ
た
」

と
す
る
館
が
少
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
変
わ
っ
た
」
と
す
る
館
で
は
、
概
ね
「
隣
保
館
活

動
が
充
実
・
強
化
し
た
」︵
四
八
館
︶
と
「
隣
保
館
活
動
の
低
下

が
起
き
て
い
る
」︵
五
四
館
︶
が
拮
抗
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
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し
て
は
、＂
事
業
予
算
＂
が
「
拡
充
」︵
二
八
館
︶
か
、「
削
減
」︵
四

〇
館
︶
か
、
ま
た
＂
職
員
体
制
＂
が
「
拡
充
」︵
一
八
館
︶
か
、「
見

直
し
」︵
二
八
館
︶
か
の
要
素
が
大
き
い
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、「
隣
保
館
活
動
が
充
実
・
強
化
し
た
」
館

で
は「
姿
勢
や
意
欲
の
高
揚
」︵
一
五
館
︶
に
つ
な
が
り
、
逆
に
「
隣

保
館
活
動
の
低
下
が
起
き
て
い
る
」
館
で
は
「
姿
勢
や
意
欲
の
弱

体
化
」︵
一
二
館
︶
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　

こ
こ
で
二
つ
の
点
を
考
え
て
お
き
た
い
。

　

一
つ
に
は
、「
隣
保
館
活
動
が
充
実
・
強
化
し
た
」
館
に
お
け

る
事
業
予
算
の
「
拡
充
」
や
職
員
体
制
の
「
拡
充
」
が
、
合
併
に

伴
う
財
政
支
援
措
置
の
＂
特
需
＂
的
な
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

二
つ
に
は
、「
隣
保
館
活
動
の
低
下
が
起
き
て
い
る
」館
で
、「
姿

勢
や
意
欲
の
弱
体
化
」が
生
じ
て
い
る
と
す
れ
ば
残
念
な
こ
と
で
、

隣
保
館
の
現
場
に
お
い
て
、
困
難
な
事
態
に
立
ち
向
か
う
熱
意
や

工
夫
ま
で
も
が
失
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

２　

今
後
の
隣
保
館
活
動
の
推
進
に
向
け
た
課
題

　
「
平
成
の
大
合
併
」
は
、
い
ま
だ
進
行
中
で
あ
り
、
新
合
併
特

例
法
の
も
と
で
、「
市
町
村
合
併
後
の
自
治
体
数
一
、
〇
〇
〇
を

目
標
と
す
る
」
と
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、
更
に
市
町
村
合
併
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
、「
小
さ
な
政
府
」
を
志
向
す
る
目
標
と
な

っ
て
い
る
。
確
か
に
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
は
危
機
的
状
況
に

あ
り
、
北
海
道
・
夕
張
市
の
「
財
政
再
建
団
体
へ
の
申
請
を
決
め

た
」
と
の
報
道
後
、
総
務
省
は
、「
自
治
体
破
綻
法
制
」
の
整
備

等
を
図
る
等
の
動
き
を
み
せ
て
お
り
、
早
急
な
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

市
町
村
合
併
の
中
で
、
隣
保
館
の
み
「
改
革
」
対
象
の
埒
外
に

置
か
れ
る
は
ず
も
な
く
、「
変
化
な
し
」
と
回
答
の
あ
っ
た
八
割

前
後
の
隣
保
館
が
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
「
変
化
」
の
渦
中
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
は
、
十
分
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
市
町
村
合
併
の
中
で
「
変
化
が

あ
っ
た
」
隣
保
館
の
状
況
を
教
訓
と
し
な
が
ら
、
今
後
の
隣
保
館

活
動
の
推
進
に
向
け
た
課
題
の
提
案
と
す
る
。

︵
１
︶
自
己
改
革
の
志
向

　
「
あ
し
た
の
隣
保
館
検
討
委
員
会
」
設
置
要
綱
で
は
、「
一
方
、

『
特
別
法
』
失
効
に
相
前
後
し
て
、
市
町
村
合
併
や
三
位
一
体
の

改
革
の
推
進
、
公
的
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
は
じ
め

行
政
改
革
の
急
激
な
流
れ
は
、
今
後
の
隣
保
館
活
動
や
全
隣
協
組

織
そ
の
も
の
を
左
右
し
か
ね
な
い
状
況
に
至
っ
て
い
る
。
／
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
展
望
を
見
出
す
に
は
、
特
別
対
策
時
代
を
前
提

と
し
た
隣
保
館
活
動
や
全
隣
協
の
組
織
運
営
か
ら
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
と
し
て
現
状
を
直
視
し
将
来
を
展
望
し
た
視
点
で
、
今
後
の
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あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
」
と
し
て

お
り
、
全
隣
協
で
は
、
二
〇
〇
六
年
の
七
月
か
ら
「
あ
し
た
の
隣

保
館
検
討
委
員
会
」
を
聞
い
て
、
今
後
の
隣
保
館
活
動
の
活
性
化

に
向
け
た
諸
方
策
を
検
討
し
て
き
た
。

　

ま
さ
に
、
こ
れ
ま
で
の
隣
保
館
の
あ
り
方
か
ら
の
転
換
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
の
認
識
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隣
保
館
が
検
討

し
、
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。「
合
併
前
と
変
わ

ら
な
い
」
と
回
答
し
た
概
ね
八
割
弱
の
四
〇
六
館
︵
七
六
・
〇
％
︶

で
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
効
果
的
な
活
動
を
継
承
発
展
し
、
新
た
な

地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に

よ
る
社
会
福
祉
を
模
索
す
る
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
自
己
改
革
の

志
向
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
自
分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち

で
決
定
し
て
い
く
。
す
べ
て
を
自
己
決
定
で
き
な
く
て
も
、
自
己

決
定
の
領
域
を
拡
大
し
て
い
く
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

︵
２
︶
地
域
と
住
民
に
依
拠
し
た
隣
保
館
活
動

　

隣
保
館
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
と
地
域
住
民
に
支
え
ら
れ
た
施
設

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
日
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
保
障
制
度
は
大
き
な
変
革
に
直
面
し

て
お
り
、
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
や
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に

よ
る
「
応
益
負
担
」
の
導
入
、
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し
、
そ
し

て
年
金
や
医
療
な
ど
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
わ
れ
て
き
た

諸
制
度
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
の
格
差
の
拡
大
、
そ
し
て
自
治
体
の
財
政
状
況
等
に
よ
っ
て

地
域
格
差
も
大
き
く
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
今
日
の
状
況
の
も
と
、
隣
保
館
に
お
い
て
、
地
区

内
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
に
お
い
て
も
同
様
の
社
会
的
援
護
を
必

要
と
す
る
人
々
と
の
「
共
通
の
接
点
を
見
つ
け
て
い
く
」「
協
働

の
対
応
を
進
め
る
」
と
い
う
視
点
で
の
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
地
区
内
外
の
新
し
い
関

係
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
隣
保
館

が
行
っ
て
き
た
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
一
層
役
立

つ
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
相
談
活
動
を
通
じ
た
地
域
課
題
「
発
見
」
の
重
要
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
中
で
、
隣
保
館
と
し
て
相
談
待
ち
で
は
な
く
、

積
極
的
に
地
域
に
出
向
き
︵
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
︶、
た
っ
た
一
人

の
住
民
に
関
わ
る
課
題
で
あ
っ
て
も
そ
れ
を
重
視
す
る
な
ど
、
課

題
の
発
見
と
生
活
自
立
支
援
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

地
域
や
地
域
住
民
か
ら
遊
離
し
た
隣
保
館
に
は
、
そ
の
存
在
意

義
は
薄
く
、
地
域
と
地
域
住
民
に
依
拠
し
た
、
言
い
換
え
れ
ば
地

域
と
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
隣
保
館
活
動
に
立
ち
返
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

︵
３
︶
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
隣
保
館
活
動
の
推
進

　

現
在
、隣
保
館
に
お
い
て
は
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
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「
館
の
取
組
の
マ
ン
ネ
リ
化
」、「
市
民
ニ
ー
ズ
の
収
集
の
必
要

性
」、「
職
員
の
意
識
改
革
」
と
い
う
市
民
の
声
も
少
な
か
ら
ず
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
見
直
し
を
図
る
た
め
に
は
、
隣
保
館
活
動

に
お
い
て
も
、「
方
針
・
計
画
︵Plan

︶│
実
施
・
運
用
︵D

o

︶│
監
査
・

評
価
︵Check

︶│
見
直
し
︵A

ction

︶」
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

意
識
的
に
設
定
し
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
す
で
に
行
政
に
お
け
る
評
価
制
度
は
一
般
化
し
つ
つ
あ

り
、
隣
保
館
活
動
︵
事
業
︶
に
お
い
て
も
、
館
活
動
の
自
己
評
価

シ
ス
テ
ム
の
活
用
や
、
館
活
動
へ
の
外
部
か
ら
の
評
価
︵
地
元
は

も
ち
ろ
ん
、
地
区
外
の
利
用
者
か
ら
も
︶
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う

等
、
独
自
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。




